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【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
パ
プ
リ
カ
が
ピ
ー
マ

ン
か
ら
分
離
さ
れ
、
独
立
統
計
に
な
っ

た
の
は
11
年
で
あ
る
。
初
登
場
で
、
す

で
に
年
間
３
６
９
２
ｔ
と
い
う
大
量

入
荷
品
目
で
あ
っ
た
。
入
荷
先
は
、
53
％
を
占

め
る
韓
国
産
が
圧
倒
的
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
24

％
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
14
％
と
、
輸
入
品
が

９
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。
年
間
平
均
単
価
は

４
８
３
円
。
６
年
後
の
17
年
に
は
入
荷
量
は
３

９
０
９
ｔ
で
６
％
の
増
だ
っ
た
が
、
単
価
は
４

８
２
円
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
18
年

は
17
年
を
下
回
り
そ
う
だ
。

【
背
景
】

　

11
年
当
時
、
輸
入
品
を
国
産
で
代
替
し
よ
う

と
し
て
い
た
産
地
は
、
と
も
に
１
５
０
～
２
０

０
ｔ
ク
ラ
ス
の
宮
城
、
山
形
、
茨
城
、
熊
本
。

ピ
ー
マ
ン
産
地
は
茨
城
だ
け
。
17
年
の
ト
ッ
プ

産
地
、
韓
国
は
こ
の
間
に
入
荷
量
を
２
割
増
や

し
、
シ
ェ
ア
も
60
％
に
上
げ
た
。
韓
国
産
は
総

輸
入
量
の
８
割
、
３
万
５
０
０
０
ｔ
。
影
響
を

受
け
た
オ
ラ
ン
ダ
産
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

産
は
、
と
も
に
半
減
し
た
。
国
内
産
地
は
出
荷

が
増
加
中
。
商
社
系
の
大
型
ハ
ウ
ス
で
生
産
す

る
宮
城
が
６
％
で
ト
ッ
プ
、
高
知
や
宮
崎
な
ど

も
増
え
始
め
て
い
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

18
年
は
前
年
を
下
回
っ
て
お
り
、
年
間
で
は

10
％
程
度
の
入
荷
減
を
見
込
む
。
要
因
は
韓
国

産
の
入
荷
が
振
る
わ
ず
、15
％
以
上
減
り
そ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
宮
城
産
が
増
勢
で
茨
城
や
高
知

も
増
加
基
調
で
あ
る
。
当
分
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
を
食
い
な
が
ら
韓
国
産
は
増

え
て
い
く
だ
ろ
う
が
、
一
方
国
産
の
今
後
は
、

オ
ラ
ン
ダ
方
式
の
大
型
ハ
ウ
ス
栽
培
を
導
入
す

る
産
地
は
、
従
来
の
ピ
ー
マ
ン
産
地
以
外
で
確

実
に
成
長
す
る
だ
ろ
う
。
韓
国
産
の
市
場
入
荷

が
減
っ
た
の
は
、
同
国
内
需
要
が
急
増
し
た
た

め
で
あ
る
。

【
概
況
】 

　

東
京
市
場
に
お
け
る
ズ
ッ
キ
ー
ニ

の
入
荷
統
計
は
、
意
外
に
も
02
年
、

15
年
ほ
ど
前
か
ら
登
場
し
て
い
る
。

当
時
は
年
間
８
８
９
ｔ
で
単
価
５
６

８
円
。
そ
れ
が
17
年
に
は
４
倍
増
の
３
６
４
３

ｔ
の
４
０
５
円
と
安
く
な
っ
た
。
18
年
も
増
勢

で
推
移
し
て
い
る
。
年
間
１
０
０
０
ｔ
を
切
る

ほ
ど
の
泡
沫
品
目
で
あ
っ
た
が
、
分
類
で
き
る

同
種
の
品
目
が
な
く
独
立
統
計
に
な
っ
た
。
02

年
に
は
、
夏
場
を
中
心
に
出
荷
し
て
い
た
長
野

産
と
、
冬
場
は
宮
崎
が
担
当
し
て
い
た
。
輸
入

品
は
５
％
程
度
だ
っ
た
。

【
背
景
】

　

17
年
で
は
、
夏
場
を
長
野
が
、
冬
場
を
宮
崎

が
主
導
し
て
い
る
構
造
に
変
化
は
な
い
が
、
東

京
市
場
で
は
、
茨
城
、
群
馬
な
ど
関
東
各
産
地

が
年
間
通
じ
て
補
完
し
て
い
る
。
ズ
ッ
キ
ー
ニ

を
日
本
で
最
初
に
産
地
化
し
た
の
は
、
40
年
近

く
前
、
日
向
カ
ボ
チ
ャ
の
転
換
品
目
と
し
て
導

入
し
た
宮
崎
で
あ
る
。
当
時
は
、
花
ズ
ッ
キ
ー

ニ
と
と
も
に
洋
風
ツ
マ
物
的
な
存
在
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
か
ら
長
期
間
、
消
費
拡
大
し
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
夏
場
の
産
地
が
な
い
点
に
着

眼
し
た
長
野
が
、
本
格
栽
培
を
開
始
し
た
の
が

生
産
増
の
始
ま
り
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

カ
ボ
チ
ャ
の
仲
間
で
あ
り
、
生
産
も
手
軽
な

こ
と
か
ら
直
売
所
な
ど
で
徐
々
に
人
気
が
出
て

き
た
こ
と
や
、
韓
国
で
は
早
く
か
ら
ス
ー
プ
の

具
材
、
揚
げ
物
な
ど
の
用
途
で
需
要
が
定
着
し

て
い
た
な
ど
の
複
合
要
因
で
、
近
年
で
は
供
給

も
安
定
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
消
費
拡
大
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
カ
ボ
チ
ャ
の
煮
上
が
り
や
味

付
け
の
早
く
済
む
特
徴
や
、
ナ
ス
の
よ
う
に
油

と
の
相
性
が
い
い
な
ど
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
い

く
素
質
を
持
っ
て
い
る
。
中
期
的
に
は
東
京
市

場
で
６
、
７
０
０
０
ｔ
の
準
主
役
的
野
菜
へ
の

成
長
が
期
待
で
き
る
。

野
菜
生
産
が
減
少
傾
向
を
た
ど
る
中
、
当
然
、
卸
売
市
場

の
流
通
量
も
減
っ
て
い
る
。
市
場
流
通
（
経
由
）
量
の
減
少 

は
、
少
子
高
齢
化
や
直
販
の
拡
大
と
い
う
要
素
は
あ
る
も
の

の
、
実
際
の
野
菜
摂
取
量
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
変
化
は
な
く
、

外
食
や
加
工
食
品
の
利
用
拡
大
な
ど
の
要
素
が
大
き
い
。
そ

ん
な
意
味
も
含
め
て
、
目
新
し
い
成
長
期
待
品
目
が
登
場
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
近
年
、
新
た
に
統
計

を
と
り
始
め
た
品
目
は
、
や
は
り
そ
の
推
移
や
将
来
性
が
期

待
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。
こ
れ
ら
の
品
目
の
特
徴
を
把
握
し

て
い
れ
ば
次
の
生
産
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の

統
計
が
独
立
し
た
理
由
や
背
景
を
知
る
こ
と
は
、
商
材
開
発

の
原
点
で
も
あ
る
。
新
品
目
の
成
長
を
探
っ
て
み
よ
う
。

パプリカ
韓
国
産
の
独
壇
場
。
大
型
ハ
ウ
ス
で
着
実
に
増
加
す
る
国
産
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量
（ｔ） （円／㎏）

2017年数量
2017年単価

2018年数量
2018年単価 価格 

2017年         3,909t
2018年         2,880t
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ズッキーニ
ツ
マ
的
野
菜
の
存
在
感
。
準
主
要
野
菜
と
し
て
の
素
質
あ
り
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量
（ｔ） （円／㎏）

2017年数量
2017年単価

2018年数量
2018年単価 価格 

2017年         3,643t
2018年         3,470t
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に
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が
と
ら
れ
た

野
菜
類
を
見
る
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16
年
か
ら
統
計
。
待
た
れ
る
韓
国
の
野
菜
で
包
む
食
文
化
普
及

【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
が
、
ハ

ー
ブ
類
か
ら
独
立
し
た
統
計
が
始
ま

っ
た
の
は
09
年
。
西
洋
料
理
系
で
使
用

さ
れ
る
ハ
ー
ブ
類
が
品
揃
え
品
目
で

落
ち
着
い
て
し
ま
っ
た
一
方
で
、
ベ
ビ
ー
リ
ー

フ
は
伸
び
て
い
た
か
ら
だ
。
09
年
対
17
年
で
は

３
６
３
ｔ
対
５
４
２
ｔ
、
７
年
間
で
１
・
５
倍

に
な
っ
て
い
る
。
絶
対
数
量
は
少
な
い
が
、
１

袋
50
ｇ
と
す
れ
ば
１
１
０
０
万
袋
に
も
な
る
。

軟
弱
物
、
促
成
物
と
い
う
特
性
か
ら
茨
城
が
主

産
地
で
17
年
に
は
６
割
、
関
東
産
地
だ
け
で
88

％
の
シ
ェ
ア
だ
。

【
背
景
】

　

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
と
い
う
商
品
は
、
30
年
ほ
ど

前
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
若
い
シ
ェ
フ
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
た
。
当
時
の
商
品
は
欧
米
で
は

馴
染
み
の
あ
る
レ
タ
ス
類
の
若
葉
を
７
～
８

種
類
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
が
、
日
本
に
紹
介
さ

れ
栽
培
が
始
ま
っ
て
以
降
、
ル
ッ
コ
ラ
、
コ
マ

ツ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
、
ビ
ー
ツ
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
な

ど
日
本
型
の
ミ
ッ
ク
ス
に
育
っ
て
き
た
。
多
く

は
、
ハ
ウ
ス
に
ひ
と
畝
ご
と
に
播
種
し
て
幼
葉

の
う
ち
に
採
取
す
る
方
法
が
主
流
だ
が
、
周
年

供
給
が
求
め
ら
れ
る
商
品
で
あ
り
水
耕
栽
培

の
割
合
も
増
え
て
き
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
は
、
皿
に
盛
る
だ
け
で
料
理

の
添
え
物
に
な
る
が
、
レ
タ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
な
ど
と
混
ぜ
込
む
と
、
彩
が
鮮
や
か
に

な
る
。
生
産
面
で
は
、
か
つ
て
は
品
目
ご
と
に

生
産
し
、
集
め
て
ミ
ッ
ク
ス
す
る
方
法
だ
っ
た

が
、
コ
ス
ト
や
鮮
度
保
持
の
問
題
が
あ
っ
た
。

最
近
で
は
、
周
年
供
給
を
前
提
に
、
ハ
ウ
ス
内

に
品
目
ご
と
に
ス
ト
ラ
イ
プ
を
作
り
、
採
取
の

あ
と
室
内
で
ミ
ッ
ク
ス
、
包
装
す
る
一
貫
生
産

が
中
心
。
ま
だ
高
価
格
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
１

９
８
円
で
も
容
量
を
増
や
す
な
ど
消
費
増
策
が

ほ
し
い
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
サ
ン
チ
ュ
は
、
統
計
独

立
が
16
年
か
ら
の
最
も
新
し
い
統
計
品

目
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
市
場
ご
と

に
レ
タ
ス
や
サ
ラ
ダ
菜
な
ど
分
類
は
バ

ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
入
荷
も
安
定
化

し
て
き
た
た
め
の
対
応
だ
ろ
う
。
主
産
地
は
、

最
初
に
生
産
導
入
し
た
千
葉
で
シ
ェ
ア
は
８

割
を
超
え
る
。
続
く
産
地
は
愛
知
で
、
豊
橋
の

オ
オ
バ
用
ハ
ウ
ス
群
で
の
生
産
だ
。
茨
城
が
補

完
産
地
だ
。
ど
の
産
地
も
周
年
供
給
し
て
お

り
、
焼
肉
屋
な
ど
業
務
用
需
要
が
中
心
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
背
景
】

　

17
年
は
16
年
対
比
で
２
％
な
が
ら
増
え
て

い
る
。
18
年
に
つ
い
て
も
同
程
度
の
伸
び
率
を

確
保
す
る
だ
ろ
う
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本

で
の
焼
肉
店
で
の
包
み
用
野
菜
は
サ
ニ
ー
レ

タ
ス
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
韓
国
を

訪
れ
た
人
は
、
日
本
と
は
違
っ
て
無
料
で
新
鮮

な
サ
ン
チ
ュ
が
お
替
わ
り
し
放
題
で
感
激
し

た
は
ず
。
国
産
の
サ
ン
チ
ュ
は
卸
値
で
６
６
０

円
／
㎏
前
後
す
る
た
め
、
日
本
で
は
別
注
文
の

高
い
野
菜
で
あ
る
が
、
や
は
り
本
場
と
同
様
に

サ
ン
チ
ュ
で
食
べ
た
ほ
う
が
美
味
し
い
と
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

焼
肉
の
本
場
で
あ
る
韓
国
で
は
、
焼
肉
以
外

の
野
菜
類
、
キ
ム
チ
類
、
調
味
料
は
す
べ
て
無

料
で
あ
る
。
と
く
に
若
年
層
の
野
菜
摂
取
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
、
韓
国
同

様
に
食
べ
放
題
な
ら
野
菜
の
摂
取
目
標
な
ど
軽

く
ク
リ
ア
す
る
（
現
に
韓
国
や
中
国
は
摂
取
基

準
を
上
回
っ
て
い
る
）。
か
つ
て
食
べ
放
題
の

サ
ラ
ダ
コ
ー
ナ
ー
が
ウ
リ
だ
っ
た
ス
テ
ー
キ
チ

ェ
ー
ン
が
潰
れ
た
の
は
、
偶
然
で
は
な
い
。
日

本
の
海
苔
の
役
割
同
様
、
食
物
を
野
菜
で
包
ん

で
食
べ
る
習
慣
は
サ
ン
チ
ュ
か
ら
。
値
ご
ろ
販

売
を
期
待
す
る
。

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
近
年
、
新
た
に
統
計

を
と
り
始
め
た
品
目
は
、
や
は
り
そ
の
推
移
や
将
来
性
が
期

待
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。
こ
れ
ら
の
品
目
の
特
徴
を
把
握
し

て
い
れ
ば
次
の
生
産
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の

統
計
が
独
立
し
た
理
由
や
背
景
を
知
る
こ
と
は
、
商
材
開
発

の
原
点
で
も
あ
る
。
新
品
目
の
成
長
を
探
っ
て
み
よ
う
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。
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量
（ｔ） （円／㎏）

2017年数量
2017年単価

2018年数量
2018年単価 価格 

2017年            542t
2018年            381t
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量
（ｔ） （円／㎏）

2017年数量
2017年単価

2018年数量
2018年単価 価格 

2017年            595t
2018年            523t
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ベビーリーフ
近
郊
産
地
で
88
％
生
産
。
高
単
価
イ
メ
ー
ジ
を
開
発
で
カ
バ
ー


